IV－２ Elmqvist Thomas 教授講演 「都市のレジリエンスと持続可能性：よくある誤解と混乱」 by 市原 あかね






 これは、リスク・レジリエンス研究会発足のきっかけとなった 2017 年 3 月 14 日（火）
の Thomas Elmqvist 氏の講演を、当日の音声記録にもとづいて市原が日本語に訳したもので

































































─  173  ─
Ⅳ　地域資源グループの調査・研究活動とその成果
新都市行動計画 New Urban Agenda とグローバル目標 Global Goals 
 都市化は、グローバルアジェンダにとって、今や重要な問題となっています。去年（2016
年）の 10 月、193 の国連加盟国によって「新都市行動計画（New Urban Agenda）」が採択さ
れました。エクアドルの首都キトで行われた第 3 回国連人間居住会議（ハビタットⅢ Habitat 
III）でのことです。これは、国連会議としてこれまでで最大規模のもので、4 万 5000 人の
参加者のもと、都市問題を議論しました。そこで主張された「新都市行動計画」は、これ
からの 10 年間の都市開発に関わる基礎となる文書です。 
 「新都市行動計画」が出発点としているのは、もちろん、「持続可能な開発目標（Sustainable 


































 去年の 10 月、キトでハビタットⅢ会議が行われている時期に、私を含む科学者グループ、
北米、南米、アフリカ、アジアの都市研究を代表していると思いますが、そのグループが
“Nature”誌に「科学者は都市の未来について発言しなければならない Scientists must have a 





























































































































































リエンスは最も多くて 17 回、持続可能性には 11 回言及しています。レジリエンスと持続可







































































































































































































 本講演の詳しい内容は、今年 2017 年の後半に、ケンブリッジ大学出版から出るオープン
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 本講演でふれられた Elmqvist 氏の論文は以下の通り。なお、“Urban Planet”の出版はずれ
込んで、この 2018 年 4 月の予定となっている。 
McPhearson T, Parnell S, Simon D, Gaffney O, Elmqvist T, Bai X, Roberts D, Revi, A: Scientists 
must have a say in the future of cities. Nature 538, 165-166, 2016. 
Bai X, Surveyer A, Elmqvist T, Gatzweiler FW, Güneralp B, Parnell S, Prieur-Richard, A-H, 
Shrivastava P, Siri JG, Stafford-Smith M, Toussaint J-P, Webb R: Defining and advancing a systems 
approach for sustainable cities, Current Opinion in Environmental Sustainability, Volume 23, 69-78, 
2016. 
Edited by Elmqvist T, Bai X, Frantzeskaki N, Griffith C, Maddox D, McPhearson T, Parnell S, 
Romero-Lankao P, Simon D, Watkins M: Urban Planet - Knowledge towards Sustainable Cities, 
Cambridge University Press, Expected online publishing data: April 2018.  
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レジリエンス 
適応と意図的な転換	
図-3　レジリエンスと転換、持続可能性	
出所）エルムクビスト教授のスライドより転載	
